
車体に描かれているのは、「スター・オブ・
ライフ」と呼ばれる救急医療のシンボル
マークです。救急の機能を表現した６本
の柱と、中心にはギリシャ神話に登場し、
医療のシンボルとされる「アスクレピオ
スの杖」が描かれています。

６２０１３．９ 広報なかの

救急車の「適正利用」で救える命を守りましょう
　「交通手段がないから」「便利だから」というような理由で救急車を要請されると、本当に必
要な方のもとへ行けなくなってしまう可能性があります。救急車の適正な利用にご協力をお願
いします。また、下図のような症状がみられたら、ためらわずに救急車を要請してください。

自動式人工呼吸器（左）
呼吸が弱い、または呼吸
が止まってる傷病者に自動
的に酸素を送り込みます。
電動式吸引器（右）
口の中の分泌物や喉に詰
まった異物を吸引して取
り除きます。

生体情報モニター
血圧、血中酸素飽和度 ( 血
液中の酸素の量 )、心電図を
自動的に測定します。

除菌脱臭装置
感染症などの予防
のため車内の除
菌・脱臭を行います。

自動心臓マッサージシステム
自動で胸骨圧迫を行う器材を新
たに搭載しました。

NEW!

紹介します

中野消防署配備
年式：平成 １９ 年式
排気量：２６００cc
定員：７人（搬送者含む）

車体に描かれているのは、「スター・オブ・
ライフ」と呼ばれる救急医療のシンボル
マークです。救急の機能を表現した６本
の柱と、中心にはギリシャ神話に登場し、
医療のシンボルとされる「アスクレピオ
スの杖」が描かれています。

CHECK!

高規格救急車を



７ ２０１３．９広報なかの

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　「
救
急
セ
ッ
ト
」　

…　

２
人

　
　
　
　
　
　
　
　

　　　
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
世
帯
主
名
を
記
入
し
、
今
月

の
広
報
で
参
考
に
な
っ
た
記
事
、
今
後
知

り
た
い
情
報
な
ど
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、

９
月
２５
日
㈬
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ
て

　
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
題　

岳
南
広
域
消
防
本
部
管
内
の
救
急
車

到
着
平
均
時
間
は
「
●
分
」

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
　

〒
３
８
３
―
８
６
１
４（
住
所
記
載
不
要
）

庶
務
課
秘
書
広
報
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

Ｅ
メ
ー
ル
　koho@

city.nakano.nagano.
jp

応
募
コ
ー
ナ
ー

○
広
報
ク
イ
ズ

○
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル

　
平
成
２２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２３
年
４

月
１
日
生
ま
れ
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
募
集

し
ま
す
。（
先
着
５
人
の
み
掲
載
）

　
①
お
名
前
（
ふ
り
が
な
）
②
生
年
月
日

③
性
別
④
応
募
者
の
名
前
⑤
住
所
⑥
電
話

番
号
⑦
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
３０
字
ま
で
）
を
明

記
し
、
写
真
デ
ー
タ
を
添
付
の
う
え
、
９

月
１７
日
㈫
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

No. ３

中野のチカラ

山
やまぎし

岸　文
ふみのり

則 さん 塚
つ か だ

田　佑
ゆ う た

太 さん

笹
さ さ い

井龍
りゅうたろう

太郎 さん

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
出
場

長
野
県
代
表
と
し
て

　
６
月
に
開
催
さ
れ
た
長
野
県
消
防
救
助

技
術
大
会
「
ほ
ふ
く
救
出
訓
練
」
に
お
い

て
、
岳
南
広
域
消
防
本
部
か
ら
出
場
し
た

「
岳
南
Ａ
チ
ー
ム
」
が
長
野
県
大
会
タ
イ

記
録
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　
８
月
２２
日
に
広
島
県
で
開
催
さ
れ
た
全

国
大
会
に
お
い
て
も
、
全
国
か
ら
勝
ち
上

が
っ
て
き
た
５１
チ
ー
ム
の
強
豪
が
ひ
し
め

く
中
、
自
己
記
録
を
更
新
し
、
見
事
４
位

に
輝
き
ま
し
た
。
日
々
訓
練
に
励
む
笹
井

龍
太
郎
さ
ん
、
山
岸
文
則
さ
ん
、
塚
田
佑

太
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

○
ほ
ふ
く
救
出
と
は

　
火
災
の
際
に
屋
内
か
ら
煙
に
巻
か
れ
た

人
を
救
出
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
３
人
１

組
で
行
う
種
目
で
す
。

　
空
気
ボ
ン
ベ
を
背
負
い
要
救
助
者
の
元

に
行
く
１
番
員
、
誘
導
ロ
ー
プ
と
足
巻

ロ
ー
プ
を
扱
う
２
番
員
、
要
救
助
者
役
の

３
番
員
か
ら
編
成
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
動
作
を
、
安
全
性
を
保
ち

な
が
ら
短
時
間
で
終
わ
ら
せ
な
く
て
は
な

ら
ず
、
一
つ
の
ミ
ス
が
タ
イ
ム
に
大
き
く

影
響
す
る
た
め
、
作
業
の
確
実
性
を
訓
練

で
高
め
て
い
き
ま
す
。

　
ロ
ー
プ
を
素
早
く
結
ん
だ
り
、
マ
ス
ク

を
付
け
視
界
が
狭
い
中
で
救
助
者
に
救
助

用
ロ
ー
プ
を
結
索
す
る
こ
と
は
と
て
も
難

し
く
、
日
々
集
中
し
た
状
態
で
訓
練
す
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

○
大
会
の
様
子
に
つ
い
て

　
訓
練
の
際
に
使
っ
て
い
る
道
具
と
、
大

会
で
使
用
す
る
道
具
が
違
い
、
当
日
の
朝

の
み
許
さ
れ
た
練
習
の
中
で
調
整
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
ま
ず
大
変
で
し
た
。

　
順
番
は
第
１
組
の
１
番
目
で
し
た
が
、

雰
囲
気
に
の
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
訓
練
の

成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
各
チ
ー
ム
の
記
録
が
表
示
さ
れ
な
い
た

め
、
順
位
が
発
表
さ
れ
る
ま
で
ず
っ
と
緊

張
し
な
が
ら
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
岳
南
広
域
消
防
本
部
と
し
て
、
過
去
最

高
の
順
位
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

○
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て

　
全
国
大
会
に
行
っ
て
、
技
術
は
も
ち
ろ

ん
、
精
神
力
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
こ
れ
か
ら

の
救
助
作
業
や
日
常
業
務
に
も
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
入
賞
し
た
隊
員
は
次
年
度
出
場

で
き
な
い
規
定
か
ら
、
来
年
の
大
会
に
私

た
ち
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
後
こ
の

大
会
を
目
指
し
て
い
く
隊
員
た
ち
に
「
確

実
な
作
業
」
を
含
め
、
全
国
大
会
で
学
ん

だ
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

岳南広域消防本部救助隊

キラ
リ


